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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

氷
河
解
け
森
が
砂
漠
に
変
わ
る
星
八
十
億
の
命
載
せ
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
温
暖
化
の
危
機
を
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
詩
的
に
詠
っ
た
歌
。

「
私
死
ぬ
の
全
然
怖
く
な
い
の
主
人
が
入
口
で
待
っ
て
い
る
か
ら
」

笑
顔
で
言
う
友
に
皆
涙
す
る
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

　
病
の
友
を
見
守
る
友
ら
。
上
句
の
字
余
り
の
口
語
が
切
な
い
。

「
バ
カ
や
ろ
う
！
」
普
通
に
生
き
て
来
た
人
が
壊
れ
て
い
く
長
寿
と

は
何
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
分
　
髙
橋
　
　
壽

　
勤
勉
に
生
き
た
人
ら
が
報
わ
れ
な
い
世
。
や
る
せ
な
い
憤
り
。

コ
ト
コ
ト
と
煮
て
冷
や
し
た
る
無
花
果
の
つ
る
り
の
み
ど
を
す
べ

り
落
ち
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

い
ま
し
ば
し
揺
れ
て
い
た
い
と
柿
の
葉
は
日
足
短
い
夕
陽
に
叫
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
田
　
入
野
　
裕
江

居
眠
り
の
国
会
議
員
け
し
か
ら
ぬ
中
継
見
て
い
る
わ
れ
も
居
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

年
古
り
て
口
は
達
者
に
良
く
動
き
田
舎
の
友
と
長
距
離
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

ひ
た
む
き
に
走
る
蹴
る
入
れ
る
サ
ム
ラ
イ
は
青
に
溶
け
入
る
ド
ー

ハ
の
歓
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

街
中
を
流
れ
る
境
川
滔
々
と
大
海
原
へ
と
放
た
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
　
桜
井
　
真
弓

二
人
し
て
杖
つ
き
の
ぼ
る
清
水
の
紅
葉
の
想
い
出
永
遠
に
忘
れ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

五
頭
龍
の
化
身
ぞ
枝
は
海
へ
伸
び
神
木
タ
ブ
に
初
日
は
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

〈
天
〉丹
田
を
揺
ら
す
怒
涛
や
実
朝
忌
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
鎌
倉
の
歌
人
・
実
朝
の
忌
日
に
は
こ
の
よ
う
な
怒
涛
が
響
き
渡

る
の
で
あ
ろ
う
。
上
五
か
ら
中
七
の
思
い
は
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。

〈
地
〉数
え
日
や
何
事
も
な
く
立
つ
厨
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
今
年
も
あ
と
何
日
か
と
い
う
の
が
こ
の
季
題
。
い
つ
も
と
変
わ

ら
ぬ
厨
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
忙
し
さ
が
で
て
い
る
。

〈
人
〉移
ろ
い
に
寒
木
瓜
の
赤
と
ど
め
お
く
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
寒
木
瓜
の
色
に
時
の
移
ろ
い
を
止
め
た
作
者
の
詩
心
が
新
鮮
。

安
曇
野
の
ひ
び
き
美
し
落
葉
道
　
　
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

　
何
と
い
っ
て
も
安
曇
野
が
効
果
的
。
冬
の
情
景
が
で
て
い
た
。

江
の
島
を
さ
っ
と
ひ
と
刷
毛
秋
の
雲
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

　
江
の
島
を
手
近
に
見
ら
れ
る
場
所
は
鎌
倉
に
沢
山
あ
る
。
秋
の

雲
も
江
の
島
と
知
っ
て
の
こ
と
か
。

赤
ま
ん
ま
米
寿
祝
い
と
摘
み
て
来
し
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
米
寿
祝
い
の
赤
ま
ん
ま
は
長
寿
を
望
ん
で
く
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
下
五
が
気
が
利
い
て
い
た
。

突
と
し
て
ベ
ン
チ
の
周
り
枯
葉
舞
ふ
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

冬
用
意
鴉
よ
く
啼
く
日
和
か
な
　
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

大
い
ち
ょ
う
届
け
と
ば
か
り
肩
く
る
ま
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

白
白
と
明
け
て
読
経
息
白
し
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

七
五
三
鳩
も
並
ん
で
お
出
迎
え
　
　
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
子
も
列
に
い
る
霜
の
朝
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

陽
の
や
さ
し
冬
木
と
な
り
ぬ
段
葛
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

新
蕎
麦
の
木
札
が
誘
ふ
古
都
の
路
地
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

秋
の
陽
や
乗
合
馬
車
は
二
頭
立
て
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

三
ヶ
日
避
け
て
柏
手
老
い
の
杖
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

淑
気
満
つ
箱
根
の
空
に
富
士
浮
か
ぶ
　
　
　
腰
越
　
七
海
　
定
雄

綿
菓
子
の
光
り
溢
る
る
冬
う
ら
ら
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

黄
落
を
踏
み
て
見
上
ぐ
る
大
い
て
ふ
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

一
生
を
語
る
手
の
皴
イ
ン
バ
ネ
ス
　
　
　
藤
沢
市
　
槇
野
あ
さ
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

ま
で
江
ノ
電
と
徒
歩
で
七
福

神
巡
り
。
約
４
・
５
㎞
。

Ｂ
梶
原
景
時
館
址
で
〝
鎌
倉

ノ
本
躰
ノ
武
士
〞
を
想
う
　

１
月
25
・
27
日
９
時
半
、
JR

相
模
線
寒
川
駅
南
口
階
段
下

集
合
。
一
之
宮
八
幡
大
神
、

寒
川
神
社
な
ど
。
約
４
㎞
。

　
各
７
百
円
。
交
通
費
、
拝

観
料
別
。
HP
か
ら
要
申
込
。

▽
「
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
ガ

イ
ド
養
成
講
座
」　
受
講
者

募
集
。
詳
し
く
は
HP
。

☎
24
・
６
５
４
８

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑

し
ぜ
んを
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
１
月
14
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
15
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
月
い
ち
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
１
月
17
日
・
２
月
７
日
・

３
月
７
日
明
治
安
田
生
命
大

船
支
社
。
１
月
25
日
・
２
月

15
日
・
３
月
15
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。各
９
時
半
。

鎌
倉
市
内
在
住
65
歳
以
上
対

象
。
フ
レ
イ
ル
予
防
の
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
開
催
日
の
１

カ
月
前
か
ら
申
込
。
市
民
健

康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
１
月
20
日
17
時
半
〜
18
時

半
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。
国
際
交
流
、
食
育

講
座
な
ど
。
▽
25
日
16
〜
18

時
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
。
各
子
ど

も
無
料
、
大
人
・
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
５
百
円
。
メ
ー
ル
予
約

flatcafekam
akura@

gmail.com

渡
邉
方
☎
０
９

０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
月

27
日
８
時
半
〜
14
時
半
。
雑

貨
･
衣
類
･
手
造
り
品
な
ど

約
20
店
。
▽
骨
董
市
28
日
７

時
半
〜
14
時
半
。※
フ
リ
マ
・

骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。

片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４

２ 

・
３
７
７
８

　
ハ
ガ
キ
1
枚
に
３
首（
句
）

ま
で
。
住
所
・
氏
名
・
☎
を

作
品
と
同
じ
面
に
明
記
し
、

１
面
題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝

日
へ
。

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援

用
食
糧
品
。☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
。
鎌
倉
市
御
成
町
11
―

２
ヤ
ノ
ヤ
ビ
ル
２
Ｆ
。
☎
０

８
０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
ミ
ニ
園
芸
教
室

　
１
月
８
日
マ
ン
サ
ク
の
花

の
は
な
し
、
21
日
中
央
公
園

の
植
物
め
ぐ
り
、
22
日
野
菜

の
共
栄
植
物
を
考
え
る
、
28

日
お
い
し
い
「
つ
ぼ
み
菜
」

の
収
穫
法
。
各
10
時
半
、
鎌

倉
中
央
公
園
。
無
料
。
要
申

込
。
鎌
倉
市
公
園
協
会
☎
45

・
２
７
５
０

▼
第
63
回
葉
山
町
農
産
物
品

評
会

　
一
般
公
開
１
月
12
日
15
時

・
13
日
９
時
、
即
売
会
13
日

11
時
半
。
葉
山
町
保
育
園
、

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
ま
な

▼「
は
じ
め
て
の
シ
ナ
リ
オ
」

教
室

　
１
月
17
日
シ
ナ
リ
オ
の
書

き
方
の
実
際
、
２
月
17
日
・

３
月
24
日
提
出
シ
ナ
リ
オ
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
全

３
回
）。
各
10
時
半
、
鎌
倉

市
川
喜
多
映
画
記
念
館
。
２

千
円
。申
込
は
☎
・
ＦＡＸ
　・
メ
ー

ル
で
１
月
９
日
ま
で
。
同
川

喜
多
映
画
記
念
館
☎
23
・
２

５
０
０

▼
子
ど
も
の
居
場
所
を
考
え

る
―
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち

に
何
が
で
き
る
か

　
１
月
28
日
13
時
半
、
藤
沢

商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
。
子

ど
も
の
目
線
で
描
か
れ
た
映

画
「
ゆ
め
パ
の
じ
か
ん
」
上

映
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

こ
ど
も
に
必
要
な
居
場
所
を

考
え
る
。
出
演
は
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
・
西
野
博

之
理
事
長
。
要
申
込
。
子
育

て
企
画
課
☎
０
４
６
６
・
25

 

・
１
１
１
１

▼
学
習
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
鎌
倉
市
在
住
者
優
先
。
申

込
は
催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

☎
を
明
記
し
往
復
ハ
ガ
キ
で

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
】

鎌
倉
お
も
し
ろ
今
昔
話
　
２

月
16
・
23
日
13
時
半
、
全
２

回
。
鎌
倉
武
士
の
食
べ
物
、

▼
新
春
！
海
の
お
そ
う
じ
大

作
戦

　
１
月
７
日
13
時
半
、
由
比

ヶ
浜
海
岸
。
海
岸
の
ゴ
ミ
を

拾
い
、
そ
の
後
ゴ
ミ
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
。
無
料
。

申
込
は
Ｑ
Ｒ
か
ら
。
ア
イ

サ
ー
チ
・
ジ
ャ
パ

ン
主
催
。

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
１
月
８
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。毎
月
第
２
日

鎌
倉
の
花
の
話
。
無
料
。
常

盤
１
１
１
―
３
。
２
月
６
日

必
着
。
☎
48
・
０
０
２
３

【
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー
】

炭
で
繋
が
る
ラ
オ
ス
と
日
本

　
２
月
19
・
26
日
13
時
半
、

全
２
回
・
ラ
オ
ス
の
木
炭
文

化
に
つ
い
て
。
無
料
。
腰
越

８
６
４
。
２
月
９
日
必
着
。

☎
33
・
０
７
１
２

　▼
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
１
月
７
日
十
二
所
果
樹

園
、
14
日
大
仏
切
通
、
21
・

28
日
御
谷
山
林
。下
草
刈
り
、

枝
払
い
、
倒
木
の
整
理
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。

▽
お
話
サ
ロ
ン
１
月
28
日
14

時
、
ラ
ン
の
不
思
議
・
ど
ん

ぐ
り
の
活
用
法
。
百
円
。
各

要
申
込
。
☎
23
・
６
６
２
１

び
の
広
場
。
農
家
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
米
や
イ

モ
、
葉
物
や
果
実
な
ど
百
数

十
点
の
中
か
ら
入
賞
を
選

ぶ
。
授
賞
式
終
了
後
、
即
売

会
。
産
業
振
興
課
☎
０
４
６

・
８
７
６
・
１
１
１
１

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
コ
ン
サ
ー
ト
１
月
９
日

筝
、
尺
八
。
22
日
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
ピ
ア
ノ
。
各
11
・
14

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は 11 月に一般 192 冊、
児童書 83 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「奈良絵本・絵巻－中世末から近世前期の文華」石川
透著　平凡社（平凡社選書）▼「遅考術－じっくりトコト
ン考え抜くための「10 のレッスン」」植原亮著　ダイヤモ
ンド社▼「「心の重荷」の降ろしかた」加藤諦三著　三笠
書房▼「足利成氏の生涯－鎌倉府から古河府へ」市村高男
著　吉川弘文館▼「徳川家康という人」本郷和人著　河出
書房新社（河出新書）▼「一駅一話江ノ電沿線歴史さんぽ」
泉秀樹著　有隣堂 ▼「台湾に何が起きているのか」福島香
織著　ＰＨＰ研究所（ＰＨＰ新書）▼「迫りくる核リスク－
〈核抑止〉を解体する」吉田文彦著　岩波書店（岩波新書）
　▼「キリンのひづめ、ヒトの指－比べてわかる生き物の
進化」郡司芽久著　ＮＨＫ出版 ▼「おひとりさま薬膳－還
暦からのごきげん食卓スタイル」麻木久仁子著　光文社
　▼「高橋源一郎の飛ぶ教室－はじまりのことば」高橋源
一郎著　岩波書店（岩波新書）▼「鎌倉ジャズ物語－ピア
ニスト・松谷穣が生きた進駐軍クラブと歌謡曲の時代」筒
井之隆著　中央公論新社▼「76 歳。今日も良日－年をとる
ほど楽しくなる 70 代の心得帖」中尾ミエ著　アスコム
　▼「澁澤龍彦の思考－エクリチュール化した「私」」谷﨑
龍彦著　彩流社▼「10 品を繰り返し作りましょう－わたし
の大事な料理の話」ウーウェン著　大和書房

鎌倉市中央図書館（11月分）

時
。
無
料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ

15
日
10
時
。
無
料
。
▽
こ
け

玉
盆
栽
作
り
２
月
４
日
10
・

13
時
半
。
２
千
円
。
HP
か
ら

20
日
ま
で
に
申
込
。
▽
バ
レ

ン
タ
イ
ン
カ
カ
オ
イ
ベ
ン
ト

２
月
11
日
10
・
13
時
半
。
親

子
で
チ
ョ
コ
作
り
。
無
料
。

HP
か
ら
27
日
ま
で
に
申
込
。

　
入
園
料
４
百
円
。
☎
46
・

２
１
８
８

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
古
都

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

Ａ
新
春
！
鶴
岡
八
幡
宮
参
拝

と
鎌
倉
七
福
神
を
巡
る
　
１

月
11
・
13
・
16
・
18
日
９
時
、

北
鎌
倉
駅
東
口
・
円
覚
寺
側

集
合
。
浄
智
寺
か
ら
長
谷
駅

歌
壇
・
俳
壇
の
投
稿
募
集

　鎌倉・逗子・葉山の令和５年の新成
人は２，３３３人。
　この３地域の総人口は 1０９，４７８人
（令和４年１１月１日現在）で、そのう
ち新成人の割合は約２．１％
　１月９日各地域で成人式、成人のつ
どいが開催される。

鎌倉・逗子・葉山 新成人鎌倉・逗子・葉山 新成人

２
０
２
３
年 

藤
澤
浮
世
絵
館
カ
レ
ン
ダ
ー

第
75
回
実
朝
忌
俳
句
大
会

　
３
月
５
日
13
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
。

　
俳
人
高
柳
克
弘
さ
ん
の
講
演
と
受
賞
作
品
発
表（
実
朝
賞
、

鎌
倉
市
長
賞
な
ど
）。選
者
は
星
野
椿
さ
ん
、松
尾
隆
信
さ
ん
、

宮
坂
静
生
さ
ん
、
安
田
の
ぶ
子
さ
ん
。

【
投
句
募
集
】
▽
事
前
投
句
　
実
朝
忌
・
当
季
雑
詠
併
せ
て

２
句
（
未
発
表
作
品
、
何
組
で
も
可
）。
１
組
千
円
。
横
浜

市
保
土
ヶ
谷
区
境
木
本
町
66
―
２
―
１
０
７
正
谷
民
夫
方
・

実
朝
忌
俳
句
大
会
事
務
局
。
１
月
15
日
当
日
消
印
有
効
。

▽
当
日
投
句
13
時
締
切
。
実
朝
忌
・
鎌
倉
嘱
目
併
せ
て
２
句
。

千
円
。
正
谷
方
☎
０
９
０
・
７
８
３
９
・
６
４
０
２

　
１
月
18
〜
22
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
鎌
倉
市
文
化
協
会
所
属
の

13
団
体
の
展
示
と
ラ
イ
ブ
。

【
展
示
】
書
道
、
華
道
、
鎌

倉
彫
、
写
真
、
美
術
、
園
芸

（
バ
ラ
会
）

【
舞
台
】
20
日
13
時
三
曲
、

14
時
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
15

時
民
謡
民
舞
。
22
日
13
時
リ

コ
ー
ダ
ー
演
奏
、
14
時
楽
器

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
15
時
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
、
16
時
弦
楽
五

重
奏
。
他
団
体
の
活
動
の
パ

ネ
ル
展
示
も
。
鎌
倉
市
文
化

課
☎
61 

・
３
８
７
２

２
０
２
３
新
春
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
ま
る
で
衛
星
写
真
か
の
よ

う
な
江
戸
時
代
の
鳥

ち
ょ
う
か
ん
ず

瞰
図
の

浮
世
絵
（
歌
川
貞
秀
作
）
が

１
月
〜
６
月
の
片
面
に
＝
写

真
、
も
う
片
面
の
７
月
〜
12

月
に
は
藤
沢
ゆ
か
り
の
伝
説

藤
澤
浮
世
絵
館
☎
０
４
６
６

７
・
33
・
０
１
１
１

　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
前
回
の
12
月
号
４
面
の
カ

レ
ン
ダ
ー
特
集
で
紹
介
し
た

「
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
」
の
カ

レ
ン
ダ
ー
の
写
真
は
２
０
２

２
年
の
表
紙
で
し
た
。

　
２
０
２
３
年
の
表
紙
は
左

の
「
瞬
発
閃
光
」（
小
路
貴

さ
ん
撮
影
）
で
す
。
好
評
販

売
中
☎
45
・
３
１
８
１

上
の
人
物
「
小
栗
判
官
」
の

浮
世
絵
（
歌
川
貞
虎
作
）
を

掲
載
し
た
Ａ
２
サ
イ
ズ
の
ポ

ス
タ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
。

　「
富
士
詣
独
案
内
」
と
書

か
れ
た
絵
（
１
８
５
９
年
）

の
江
戸
日
本
橋
か

ら
富
士
山
へ
の
道

筋
に
は
、
名
所
や

河
川
の
名
称
が
細

か
く
示
さ
れ
、
東

海
道
と
甲
州
街
道

の
宿
場
、
宿
場
間

の
距
離
が
記
さ
れ

て
い
る
。江
ノ
島
、

大
佛
や
八
幡
宮
の

地
名
あ
る
。

　
２
５
０
円
（
税

込
み
）。


